
HIV-1 Tat のPML型JCV増殖促進と宿主細胞に及ぼす影響  

解 説 
 

１.恒常的にTatを発現するCOS-tat細胞を用いて、TatがPML型JCウイルスの 
  増殖を促進することをHA価、DNA量および免疫染色で明らかにした。 
 
２.至適濃度のTatにより宿主細胞遺伝子であるPurαの発現を促進することが
示唆された。 
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JCV を産生するCOS-tat細胞の免疫染色 
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Tat と Purαの発現の相関 
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